
川 越 市 環 境 方 針

川越市は、現在の環境を保全し、さらにより良い環境を創造して、次の時代を生きる私たちの

子孫に引き継いでいかなくてはならないと認識します。

近年、地球温暖化の影響と考えられる自然災害、熱中症、感染症など、様々なリスクが高まっ

ており、地球温暖化は、人類の生存基盤に係る最も重要な環境問題の一つとなっています。また、

私たちの生活に影響が大きいエネルギー問題への関心が高まっており、これまでにも増して地

域の自然的・社会的条件に応じた、実効性のある取組が不可欠となっています。

よって、川越市は、地域の環境の保全とより良い環境の創造に向けて率先して行動し、その取

組を地域全体に広げていくことによって、環境への負荷の少ない持続的発展が可能な社会を構

築していきます。

川越市は、「2050年二酸化炭素排出量実質ゼロ」の脱炭素社会実現に向けた取組をはじめとし
て、環境に影響を与える要因を継続的に改善することによって、環境に配慮した自治体であるこ

とをめざします。

１ 「小江戸かわごえ脱炭素宣言」に基づき、国や他の自治体とともに「2050年二酸化炭素排
出量実質ゼロ」の脱炭素社会を目指し、市民・事業者・民間団体と力をあわせて地球温暖化対

策の推進に努めます。

２ 事務・事業の重要性や、それらが環境に与える様々な影響を十分認識した上で、適切な環境

配慮を行います。特に、エネルギー使用の合理化と環境負荷の低減を図ります。

３ システムの継続的な改善及び適切な管理と事故への備えによる環境汚染の予防に努めます。

４ 環境に関する法規法令、条例、協定その他の合意事項を順守するとともに、自ら定めた環境

への取組を率先して進めます。

５ 環境基本計画などの各種計画に従って、技術的・経済的に可能な範囲で達成すべき目的及び

目標を定めます。

また、取組の成果を内外に公表し、意見を反映させることによって、目的及び目標の見直し

を図ります。

６ 全職員・本市の委託業務を行う事業者・本市の施設を利用する個人及び団体に、継続的に教

育・訓練を行います。

７ 基本理念、基本方針を踏まえて全職員が環境に配慮した活動を行うとともに、本市の委託業

務を行う事業者・本市の施設を利用する個人及び団体に協力を求めていきます。
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